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長
船
刀
剣
博
物
館
に
会
場
を
移
し
て
、
10

年
以
上
経
つ
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会
も
、
令

和
の
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち

で
再
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
で
33
回
目

と
な
る
講
習
会
の
模
様
を
以
下
に
ご
報
告
し

ま
す
。

　

講
習
会
は
、
本
年
も
柄
下
地
・
刀
装
金
具

の
二
部
門
同
時
開
催
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

講
習
テ
ー
マ
は
柄
下
地
が
「
柄
下
地
と
鮫
着

の
関
係
」、
刀
装
金
具
の
部
が
「
刀
装
の
鐺

の
制
作
」
で
し
た
。
例
年
通
り
の
実
践
重
視

の
方
針
の
下
、
少
数
精
鋭
で
の
技
術
習
得
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
の
講
習
会
初
日
に
は
開
講
式
が

挙
行
さ
れ
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
白
鬚

修
一
館
長
か
ら
、
本
講
習
会
へ
の
歓
迎
の
言

葉
と
技
術
習
得
の
重
要
さ
に
関
す
る
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
講
習
会
は
、
研
修
生
制
度
を
設
け
ず
、

講
習
生
は
等
し
い
条
件
の
下
、
技
術
錬
磨
に

励
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
加
え
て
４
日
間
制

を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
、
短
期
な
が
ら
十
分

な
研
鑽
を
積
む
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
は
毎

年
多
く
の
収
穫
を
得
て
帰
路
に
着
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
若
手
の
参
加
も
目
立
ち
、

若
さ
の
台
頭
も
本
講
習
会
の
近
年
の
傾
向
と

し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

も
の
つ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
基
本
思
想
を

身
を
も
っ
て
体
験
し
、そ
の
涵
養
に
つ
と
め
、

さ
ら
な
る
技
倆
向
上
の
も
と
、
そ
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

開
講
式
　
白
鬚
館
長

柄
下
地
の
部
　
三
谷
講
師

刀
装
金
具
の
部
　
講
習
会
会
場

刀
装
金
具
の
部
　
羽
川
講
師

令
和
元
年
度
美
術
刀
剣
製
作
技
術
保
存
研
修
会

刀
職
技
能
訓
練
講
習
会
の
部
　
実
施
報
告
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最
終
日
の
６
月
23
日
に
は
閉
講
式
が
行
わ

れ
、
各
講
習
生
に
受
講
証
書
が
手
交
さ
れ
、

三
谷
講
師
か
ら
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
ご
多
忙
の
中
、
熱
心
な
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た
。

ま
た
例
年
通
り
の
破
格
の
条
件
で
宿
舎
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
「
西
大
寺
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
」
の
皆
様
、
講
習
会
の
実
施
に
あ
た

り
数
々
の
お
骨
折
り
を
い
た
だ
い
た
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
の
職
員
の
方
々
に
は
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
日

令
和
元
年
６
月
20
日（
木
）〜
６
月
23
日（
日
）

講
　
師

〈
柄
下
地
の
部
〉　　

柄
巻
師　

三
谷　

修
史

〈
刀
装
金
具
の
部
〉　

白
銀
師　

羽
川　

安
穂

　
　
　

講
師
補
助　

白
銀
師　

宮
本　

恒
之

受
講
者

〈
柄
下
地
の
部
・
５
名
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県　

小
形　

純
子

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県　

古
賀　

範
介

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
県　

中
山　

恒
久

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県　

橋
本　

幸
律

　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府　

松
田
那
由
太

〈
刀
装
金
具
の
部
・
10
名
〉　

　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
県　

五
十
嵐　

結

　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県　

石
川　

雄
司

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県　

伊
藤　

桂
子

　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府　

上
野　

宏
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県　

片
山　

重
恒

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都　

武
田　

典
明

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県　

時
枝　

佳
代

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県　

三
島　

幹
則

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県　

武
藤　
　

健

　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県　

村
上　

弘
賢

閉
講
式
　
三
谷
講
師
の
講
評

刀
装
金
具
の
部
　
宮
本
講
師
補
助

刀
剣
研
磨
外
装
技
術
研
修
会
な
ら
び
に
鍛

冶
研
ぎ
研
修
会
は
以
下
の
受
講
生
を
迎
え
、

本
年
も
つ
つ
が
な
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
生
は
以
下
の
通
り
で
す
。

研
磨
の
部（
16
名
）

◎
特
別
研
修
生（
６
名
）

京
都
府　

赤
川　

裕
美

鳥
取
県　

柏
木　
　

良

東
京
都　

林　
　

義
仁

群
馬
県　

細
村　

正
勝

イ
ギ
リ
ス　

Leslie R Stew
art

ロ
シ
ア　

Sem
enchuk Sergey

○
研
修
生（
２
名
）

三
重
県　

黒
田　

充
弘

宮
城
県　

三
浦　

弘
貴

◇
聴
講
生（
８
名
）

長
野
県　

岩
村　

茂
孝

岐
阜
県　

鈴
木　
　

勇

千
葉
県　

田
中
賢
治
郎

東
京
都　

鶴
田　

一
成

北
海
道　

中
野　

由
唱

青
森
県　

二
唐
奈
夫
樹

神
奈
川
県　

法
城
寺
澄
鐵

兵
庫
県　

米
倉　

晴
義

鍛
冶
研
ぎ
の
部（
３
名
）

◎
特
別
研
修
生（
２
名
）

東
京
都　

石
丸　

栄
太

大
阪
府　

水
野　
　

淳

○
研
修
生（
１
名
）

埼
玉
県　

山
口　

秀
雄

令
和
元
年
度
美
術
刀
剣
製
作
技
術
保
存
研
修
会

刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
な
ら
び
に
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
開
催
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白
鞘
の
部（
３
名
）

○
研
修
生（
１
名
）

宮
城
県　

今
野　

利
幸

◇
聴
講
生（
２
名
）

新
潟
県　

北
場　

勝
広

新
潟
県　

佐
久
間
保
男

柄
前
の
部（
７
名
）

◎
特
別
研
修
生（
１
名
）

ロ
シ
ア　

Sem
enchuk Sergey

○
研
修
生（
３
名
）

福
岡
県　

久
保
謙
太
郎

神
奈
川
県　

平
山　

直
弥

神
奈
川
県　

矢
倉　

聡
一

◇
聴
講
生（
２
名
）

東
京
都　

鶴
田　

麗
子

愛
知
県　

山
口　

和
義

白
銀
の
部（
７
名
）

○
研
修
生（
１
名
）

東
京
都　

佐
藤　
　

周

◇
聴
講
生（
６
名
）

富
山
県　

五
十
嵐　

結

京
都
府　

上
野　

宏
樹

神
奈
川
県　

岡
村
明
日
香

東
京
都　

武
田　

典
明

東
京
都　

中
村　

晋
也

神
奈
川
県　

武
藤　
　

健

各
部
門
の
講
師
に
は
左
記
の
方
々
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。

研
磨
の
部　

河
本　

光
誠

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
井　

光
徹

研
磨
の
部
　
熊
井
講
師

研
磨
の
部
　
河
本
講
師

研
磨
・
鍛
冶
研
ぎ
の
部
　
閉
講
式

鍛
冶
研
ぎ
の
部
　
髙
見
講
師

外
装
の
部
　
開
講
式

外
装
の
部
　
開
講
式
　
柴
原
専
務
理
事
挨



27　　刀剣美術2019.9（752号）

鍛
冶
研
ぎ
の
部　

髙
見　

國
一

白
鞘
の
部　

廣
井　

章
久

柄
前
の
部　

久
保　

純
一

　
　
　

講
師
補
助　

飯
山　

隆
司

白
銀
の
部　

羽
川　

安
穂

　
　
　

講
師
補
助　

宮
本　

恒
之

両
国
で
２
回
目
と
な
る
研
修
会
は
、
本
年

も
前
半
は
「
刀
剣
研
磨
鍛
冶
研
ぎ
の
部
」、

後
半
を
「
外
装
の
部
」
と
し
て
双
方
と
も
３

日
ず
つ
行
い
ま
し
た
。

　

日
程
は
７
月
29
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）ま

で
を
前
半
と
し
て
行
い
、
８
月
１
日（
木
）か

ら
３
日（
土
）ま
で
を
後
半
と
し
て
、
こ
れ
を

設
定
し
ま
し
た
。
会
場
は
刀
剣
博
物
館
一
階

講
堂
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
は
そ
れ
ぞ
れ
初
日
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
行
わ
れ
、柴
原
専
務
理
事
が
挨
拶
し
、

本
研
修
会
は
公
益
財
団
法
人
と
し
て
の
重
要

な
事
業
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
招
聘
し
た
講

師
は
そ
の
道
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
普
段
は

学
べ
な
い
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
こ

と
、
３
日
間
と
い
う
短
期
集
中
の
場
で
は
あ

っ
て
も
、
こ
の
時
間
を
精
一
杯
活
か
し
て
欲

し
い
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
前
回
と
同
じ
く
少
数
精
鋭
の

方
針
を
と
り
、
非
常
に
密
度
の
濃
い
内
容
と

な
り
ま
し
た
。
研
修
生
は
、
普
段
接
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
講
師
か
ら
、
多
く
の
技
術
を

吸
収
し
、真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

閉
講
式
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
最
終
日
、

柄
前
の
部
　
久
保
講
師

白
鞘
の
部
　
廣
井
講
師

白
銀
の
部
　
宮
本
講
師
補
助

柄
前
の
部
　
飯
山
講
師
補
助

白
銀
の
部
講
評
　
羽
川
講
師

外
装
の
部
　
閉
講
式
　
飯
田
事
務
局
長
挨
拶
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午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
飯
田
事
務

局
長
に
よ
る
挨
拶
及
び
受
講
証
書
・
修
了
証

書
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
講
師
の
先
生

か
ら
は
、
こ
の
研
修
の
成
果
を
日
々
の
仕
事

に
活
か
し
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
品
し
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

の
重
要
性
な
ど
が
講
評
と
し
て
話
さ
れ
ま
し

た
。代

々
木
か
ら
両
国
の
地
に
移
転
し
て
2
回

目
の
研
修
会
で
あ
り
、
会
場
や
設
備
の
変
化

か
ら
以
前
と
は
ま
た
違
っ
た
進
化
を
見
せ
た

研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に

講
師
の
先
生
方
と
真
摯
な
研
修
生
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
伝
統

あ
る
研
修
会
を
「
少
数
精
鋭
」
で
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
師
の
先
生
方
に
は
、
ご
多
忙
と
不
安
定

な
気
候
の
中
、
大
変
熱
心
な
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

な
お
本
年
度
で
３
年
間
の
研
修
終
了
者
は

以
下
の
方
々
で
、
特
別
研
修
修
了
証
・
研
修

修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
別
研
修
終
了
者

研
磨
の
部　

林　

義
仁

　
　
　
　
　
　
　
　

Leslie R Stew
art

　
　
　
　
　
　
　
　

Sem
enchuk Sergey

鍛
冶
研
ぎ
の
部　

石
丸　

栄
太

○
研
修
修
了
者

柄
前
の
部　

矢
倉　

聡
一


	P-TNC000-_12308959_24_AM
	P-TNC000-_12308959_25_AM
	P-TNC000-_12308959_26_AM
	P-TNC000-_12308959_27_AM
	P-TNC000-_12308959_28_AM



